
●
尿
酸

尿
酸
は
、
古
い
細
胞
が
、

新
陳
代
謝
に
よ
っ
て
壊
れ
る

際
に
放
出
さ
れ
る
化
学
物
質

（
プ
リ
ン
体
）の
老
廃
物
で
、

体
内
で
合
成
さ
れ
る
ほ
か
、

ウ
シ
や
ブ
タ
の
肉
や
内
臓
な

ど
を
食
べ
る
と

血
液
に
溶
け
る

の
で
、
常
に
体

内
に
あ
る
。

尿
酸
値
は
、
基
準
値
が
血

液
一
デ
ジ
�
当
た
り
七
�


（
単
位
以
下
同
）
以
下
。
七

を
超
え
る
と
痛
風
の
前
段
階

で
あ
る
高
尿
酸
血
症
と
さ

れ
、
九
以
上
の
人
は
、
九
○

％
が
十
年
以
内
に
痛
風
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

痛
風
患
者
は
、
ほ
ど
ん
ど

が
男
性
で
、女
性
は
少
な
い
。

こ
れ
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
に

尿
酸
の
排
せ
つ
作
用
が
あ
る

た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

平
均
尿
酸
値
は
、
男
性
で
三

・
五
�
七
・
五
、
女
性
で
二

・
四
�
五
・

八
。尿

酸
値
が
高

い
と
指
摘
さ
れ
た
人
は
、
散

歩
な
ど
軽
い
運
動
を
毎
日
続

け
、
プ
リ
ン
体
の
多
い
飲
み

物
や
食
べ
物
を
避
け
る
こ
と

が
大
事
だ
。
ビ
ー
ル
や
、
レ

バ
ー
、
ア
ン
コ
ウ
の
肝
、
白

子
な
ど
は
控
え
た
方
が
い

い
。

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
県

地
方
部
会
は
三
月
三
日
、
宇

都
宮
市
宮
園
町
の
東
武
宇
都

宮
百
貨
店
で
「
耳
の
日
・
無

料
相
談
会
」
を
開
く
。

国
立
栃
木
病
院
、
自
治
医

科
大
、
独
協
医
科
大
の
医
師

が
無
料
で
相
談
を
受
け
る
。

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四

時
。
四
階
外
商
サ
ロ
ン
隣
。

無
料
。
直
接
会
場
へ
。

「
音
に
対
す
る
反
応
が
鈍

い
よ
う
だ
」「
一
歳
半
に
な

る
の
に
言
葉
が
で
な
い
」
。

子
ど
も
を
見
て
い
て
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
聴

力
検
査
を
受
け
さ
せ
た
方
が

い
い
。
聴
覚
神
経
に
何
ら
か

の
異
常
が
あ
っ
て
聞
こ
え
が

悪
く
な
る
小
児
感
音
難
聴
な

ど
で
、
音
の
存
在
を
知
ら
ず

に
幼
児
期
を
過
ご
し
て
し
ま

う
と
、
そ
の
後
の
言
語
獲
得

に
大
き
な
支
障
と
な
る
か
ら

だ
。
独
協
医
科
大
耳
鼻
咽
喉

科
気
管
食
道
科
の
深
美
悟
助

手
は
「
新
生
児
期
に
で
き
る

聴
力
検
査
法
も
徐
々
に
普
及

し
て
き
た
。
早
め
に
補
聴
器

を
装
着
さ
せ
、
音
に
は
意
味

が
あ
る
こ
と
を
学
ば
せ
る
べ

き
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

三
月
三
日
は
耳
の
日
。

小
児
感
音
難
聴
は
耳
の
外

耳
と
中
耳
は
正
常
だ
が
、
中

耳
か
ら
伝
え
ら
れ
た
音
波
を

感
じ
取
る
内
耳
か
ら
大
脳
皮

質
に
か
け
て
の
神
経
系
の
ど

こ
か
に
障
害
が
あ
る
た
め
に

起
こ
る
。

深
美
助
手
に
よ
る
と
、
主

な
原
因
は
�
遺
伝
性
難
聴
	

胎
内
で
の
抗
生
物
質
な
ど
に

よ
る
薬
物
中
毒


母
体
の
ウ

イ
ル
ス（
風
疹
�
ふ
う
し
ん
）

感
染
�
低
体
重
で
の
出
産
�

重
症
な
呼
吸
器
疾
患
�
な

ど
。目

安
と
し
て
は
一
歳
前
後

で
音
に
対
す
る
反
応
が
な

く
、
呼
び
掛
け
に
も
答
え
な

い
ケ
ー
ス
や
一
歳
半
く
ら
い

で
意
味
の
あ
る
言
葉
を
話
さ

な
い
と
き
に
は
、
精
密
検
査

を
受
け
る
べ
き
だ
、と
い
う
。

外
耳
や
中
耳
に
異
常
が
な
い

た
め
「
言
葉
（
の
獲
得
）
は

個
人
差
が
あ
る
。
様
子
を
み

ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
診
察
さ

れ
て
安
心
し
て
し
ま
う
こ
と

を
深
美
助
手
は
問
題
視
し

「
少
な
く
と
も
二
�
三
歳
ま

で
に
気
付
い
て
治
療
を
開
始

し
て
ほ
し
い
」と
強
調
す
る
。

こ
れ
ま
で
幼
児
に
対
す
る

聴
力
検
査
は
睡
眠
薬
を
使
用

し
た
聴
性
脳
幹
反
応
検
査

（
Ａ
Ｂ
Ｒ
）
が
行
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
最
近
は
睡
眠

薬
を
使
用
せ
ず
に
出
産
直
後

か
ら
実
施
可
能
な
新
生
児
用

自
動
Ａ
Ｂ
Ｒ
検
査
が
県
内
で

も
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
さ

ら
に
、
小
児
を
遊
ば
せ
て
い

る
間
に
行
う
小
児
聴
力
検
査

も
開
発
さ
れ
、
診
断
法
は
急

速
に
進
歩
し
て
い
る
。

治
療
は
補
聴
器
の
装
着
。

深
美
助
手
は
「
装
着
を
い
や

が
る
子
ど
も
も
い
ま
す
が
。

一
刻
も
早
く
、
音
の
存
在
を

知
ら
せ
て
音
に
は
意
味
が
あ

る
こ
と
を
学
ば
せ
る
。
さ
ら

に
物
に
名
前
が
あ
り
、
単
語

を
覚
え
て
文
章
に
つ
な
げ
る

よ
う
な
訓
練
を
す
る
べ
き
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
。
そ
の
訓
練

に
関
し
て
は
「
県
内
に
公
的

な
聴
能
訓
練
施
設
は
な
い
。

な
ん
と
か
行

政
が
立
ち
上

げ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

県
作
業
療
法
士
会
（
福
田
俊

江
会
長
）
と
県
理
学
療
法
士
会

（
金
子
操
会
長
）
は
、
脳
卒
中

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
テ

ー
マ
に
し
た
「
栃
木
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
こ
の
ほ
ど
、
宇
都
宮
市
内
で

開
催
し
た
。
脳
卒
中
を
発
病
後

の
早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
体
制
が
県

内
で
は
ま
だ
不
十
分
な
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
療
法
士
の
質

の
向
上
を
図
る
た
め
毎
年
、
開

か
れ
て
い
る
。
今
回
は
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
若
手
の
療
法
士
や
医
師

約
七
十
人
が
集
ま
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
。

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
発

病
か
ら
一
�
二
週
間
の
急
性

期
、
六
カ
月
ま
で
の
回
復
期
、

六
カ
月
以
後
の
維
持
期
に
分
け

ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
入
院
中

に
行
わ
れ
る
急
性
期
の
リ
ハ
ビ

リ
が
議
論
の
焦
点
と
な
っ
た
。

脳
卒
中
は
発
病
後
、
体
を
動

か
さ
な
い
安
静
の
状
態
が
続
く

と
、
ま
ひ
し
た
肩
や
手
足
首
な

ど
の
関
節
が
固
ま
っ
た
り
筋
力

が
低
下
し
て
動
き
づ
ら
く
な
る

た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
は
で
き
る
だ

け
早
め
に
開
始
す
る
べ
き
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
に
は
医
師

か
ら
の
処
方
（
指
示
）
が
必
要

だ
が
、あ
る
理
学
療
法
士
は「
血

圧
が
ど
の
範
囲
だ
っ
た
ら
訓
練

を
し
て
い
い
か
、と
尋
ね
て
も
、

医
師
は
き
め
細
か
く
答
え
ら
れ

な
い
よ
う
だ
」
と
戸
惑
い
を
隠

さ
な
か
っ
た
。

あ
る
リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
は

「
意
識
レ
ベ
ル
と
の
関
連
も
あ

り
、処
方
を
出
す
の
は
難
し
い
」

と
述
べ
た
。
脳
卒
中
の
患
者
は

最
初
、
脳
外
科
や
集
中
治
療
室

に
運
び
込
ま
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
医

が
早
期
か
ら
か
か
わ
れ
な
い
と

い
う
実
態
も
あ
る
と
い
う
。

ベ
テ
ラ
ン
の
作
業
療
法
士
は

「
患
者
本
人
が
寝
返
り
や
ト
イ

レ
な
ど
、
病
室
で
で
き
る
動
作

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
急
性
期

か
ら
支
え
る
の
が
私
た
ち
の
役

割
」
と
強
調
。
「
一
般
的
な
方

法
で
駄
目
な
と
き
は
、
医
師
や

看
護
婦
な
ど
と
チ
ー
ム
を
組
ん

で
対
応
し
た
」
と
い
う
実
践
も

報
告
さ
れ
た
。

県
作
業
療
法
士
会
の
福
田
会

長
は
「
本
県
は
脳
卒
中
の
発
生

率
が
高
く
、
予
防
に
力
が
入
っ

て
い
る
割
に
、
予
後
の
対
応
は

不
十
分
。
急
性
期
か
ら
回
復
期

に
か
け
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら

れ
る
場
が
少
な
い
」
と
指
摘
し

て
い
る
。

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専

門
職
種
。
理
学
療
法
士
は
起
き

上
が
る
、
座
る
、
立
つ
な
ど
の

基
本
的
動
作
の
訓
練
、
作
業
療

法
士
は
食
事
や
洗
顔
な
ど
の
応

用
動
作
の
訓
練
を
通
じ
て
身
体

機
能
の
回
復
を
促
す
。
両
者
と

も
医
療
機
関
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
施
設

に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の

仕
事
は
重
複
す
る
部
分
が
多

い
。
県
内
に
は
両
者
合
わ
せ
て

約
三
百
九
十
人
い
る
。

県
内
の
脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ

体
制
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
�
宇
都
宮
市
竹

林
町
、
済
生
会
宇
都
宮
病
院

深美悟助手

検
査
を
受
け
よ
う

女
性
の
不
正
出
血
は
、
良
性

の
疾
患
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と

が
多
い
が
、
子
宮
が
ん
の
初
期

症
状
の
場
合
も
あ
る
。
東
京
慈

恵
会
医
科
大
付
属
第
三
病
院
産

婦
人
科
の
木
村
英
三
診
療
部
長

は
「
子
宮
が
ん
は
、
初
期
に
発

見
す
れ
ば
完
治
す
る
可
能
性
が

非
常
に
高
い
。ご
く
初
期
な
ら
、

治
療
後
に
妊
娠
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
不
正
出
血
が
あ
っ
た

ら
、す
ぐ
に
受
診
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

▽
卵
巣
機
能
不
全
な
ど
も

不
正
出
血
と
は
、
生
理
が
あ

る
女
性
で
は
生
理
の
サ
イ
ク
ル

か
ら
外
れ
た
出
血
を
指
し
、
生

理
が
な
い
女
性
で
は
出
血
そ
の

も
の
を
指
す
。

不
正
出
血
は
、
何
ら
か
の
異

常
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

大
抵
は
良
性
の
も
の
だ
。

不
正
出
血
の
原
因
は
、
生
理

が
あ
る
女
性
で
は
、
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
に
よ
る
卵
巣

機
能
不
全
、
子
宮
の
入
り
口
に

近
い
頸
（
け
い
）
部
に
い
ぼ
の

よ
う
な
も
の
が
で
き
る
頸
管
ポ

リ
ー
プ
、
子
宮
の
入
り
口
が
た

だ
れ
る
膣（
ち
つ
）部
び
ら
ん
、

子
宮
に
し
こ
り
が
で
き
る
子
宮

筋
腫
（
し
ゅ
）
な
ど
だ
。
ほ
か

に
、
病
気
と
は
い
え
な
い
中
間

期
（
排
卵
期
）
出
血
や
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
で
起
こ
る
こ
と
も
あ

る
。閉

経
後
の
女
性
の
場
合
も
、

頸
管
ポ
リ
ー
プ
、
子
宮
筋
腫
の

可
能
性
が
あ
る
が
、
ほ
か
に
、

ホ
ル
モ
ン
不
足
に
よ
る
老
人
性

（
委
縮
性
）
膣
炎
で
膣
が
た
だ

れ
て
、
茶
褐
色
の
お
り
も
の
が

下
着
に
付
く
こ
と
も
あ
る
。

▽
基
礎
体
温
の
グ
ラ
フ
を

子
宮
が
ん
は
、
よ
ほ
ど
進
行

し
て
か
ら
し
か
痛
み
が
起
こ
ら

な
い
の
で
、
早
期
発
見
に
は
不

正
出
血
が
目
安
に
な
る
。

子
宮
が
ん
は
、
四
十
、
五
十

歳
代
に
多
く
見
ら
れ
て
お
り
、

閉
経
後
二
年
以
上
の
不
正
出
血

は
子
宮
が
ん
の
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
若
い

世
代
で
も
子
宮
が
ん
が
発
症
す

る
こ
と
が
あ
る
。

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
の
出

口
に
当
た
る
頸
部
に
で
き
る
子

宮
頸
が
ん
と
、
奥
の
方
に
で
き

る
子
宮
体
が
ん
が
あ
る
。
診
断

は
、
子
宮
頸
が
ん
で
は
、
子
宮

頸
部
の
細
胞
を
ご
く
わ
ず
か
採

取
し
、
が
ん
細
胞
が
あ
る
か
な

い
か
を
診
断
（
細
胞
診
）
し
、

子
宮
体
が
ん
で
は
、
子
宮
内
膜

の
細
胞
診
を
行
う
ほ
か
、
超
音

波
診
断
で
子
宮
内
膜
の
状
態
を

診
る
。

細
胞
診
で
が
ん
の
疑
い
が
濃

く
な
れ
ば
、
細
胞
の
塊
を
採
取

し
、
検
査
す
る
（
組
織
診
）
。

こ
れ
で
、
が
ん
で
あ
る
か
な
い

か
が
判
定
で
き
る
。

木
村
部
長
は
「
生
理
が
あ
る

人
の
場
合
は
、
不
正
出
血
が
あ

っ
た
ら
一
カ
月
間
基
礎
体
温
の

グ
ラ
フ
を
付
け
、
医
師
に
見
せ

る
と
診
断
の
助
け
に
な
り
ま

す
。
二
十
歳
代
に
最
低
一
回
は

検
診
を
受
け
て
お
き
、
閉
経
前

後
か
ら
は
、
一
年
に
一
回
検
査

す
る
と
安
心
で
す
。
一
般
の
子

宮
が
ん
検
診
で
は
、
子
宮
頸
が

ん
の
検
査
し
か
し
な
い
の
で
、

不
正
出
血
が
あ
っ
た
と
き
は
、

子
宮
体
が
ん
の
検
査
も
追
加
し

て
も
ら
う
と
い
い
で
し
ょ
う
」

と
助
言
し
て
い
る
。

医
薬
品
の
副
作
用
で
起
き
る

重
症
の
薬
疹
（
や
く
し
ん
）
、

「
皮
膚
粘
膜
眼
症
候
群
」（
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

症
候
群
）
と
「
中
毒
性
表
皮
壊

死
（
え
し
）
症
」
が
、
一
九
九

四
年
か
ら
九
九
年
の
六
年
間
に

計
約
千
五
百
件
報
告
さ
れ
た
こ

と
が
、
厚
生
労
働
省
の
ま
と
め

で
分
か
っ
た
。

二
つ
の
薬
疹
は
よ
く
似
た
症

状
を
示
し
、
発
熱
や
全
身
の
発

疹
（
ほ
っ
し
ん
）
、
水
疱
（
す

い
ほ
う
）
な
ど
に
続
き
、
眼
や

内
臓
の
障
害
を
併
発
。
死
亡
率

は
数
％
か
ら
二
○
�
三
○
％
と

い
わ
れ
て
い
る
。
原
因
は
不
明

で
、
疑
わ
れ
る
薬
の
成
分
と
し

て
約
二
百
六
十
種
類
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

同
省（
当
時
は
厚
生
省
）は
昨

年
十
一
月
、
全
国
の
医
療
機
関

に
、薬
の
投
与
後
、高
熱
を
伴
う

発
疹
な
ど
が
出
た
と
き
に
は
、

直
ち
に
投
与
を
中
止
す
る
こ
と

な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
症
状
を
め
ぐ
り
、

八
七
年
に
発
売
さ
れ
た
抗
生
物

質
の
コ
ス
モ
シ
ン
（
現
在
は
販

売
中
止
）
の
副
作
用
だ
と
す
る

訴
訟
が
全
国
で
起
こ
さ
れ
た

が
、
同
省
は
コ
ス
モ
シ
ン
の
投

与
を
受
け
た
患
者
で
報
告
さ
れ

た
症
例
は
八
七
年
か
ら
九
五
年

に
計
百
七
件
だ
っ
た
と
回
答
し

た
。糖

尿
病
で
は
、
合
併
症
に
神

経
障
害
が
あ
る
が
、
米
国
足
部

・
足
関
節
外
科
医
学
会
が
、
神

経
障
害
と
し
て
の
足
の
か
い
よ

う
に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
掛
け

た
。糖

尿
病
患
者
は
、
運
動
神
経

や
知
覚
神
経
に
も
合
併
症
が
起

き
、
こ
れ
が
進
む
と
、
や
け
ど

や
傷
が
き
っ
か
け
で
足
に
か
い

よ
う
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

米
国
で
は
、
糖
尿
病
合
併
症

に
よ
る
足
部
か
い
よ
う
患
者

が
、
毎
年
、
新
た
に
八
十
万
人

発
生
し
、
約
八
万
六
千
人
が
足

の
切
断
手
術
を
受
け
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
、
高
血
圧
患

者
の
脳
卒
中
発
症
率
を
低
下
さ

せ
る
、
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ヘ

ル
シ
ン
キ
大
公
衆
衛
生
学
部
の

ヤ
ア
ナ
・
Ｍ
・
レ
ッ
パ
ラ
博
士

ら
が
報
告
し
た
。

同
博
士
ら
は
、
五
十
�
六
十

九
歳
の
男
性
喫
煙
者
二
万
九
千

人
以
上
を
対
象
に
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
補
助
剤
投
与
、
β
カ
ロ
チ
ン

補
助
剤
投
与
、
プ
ラ
セ
ボ
（
偽

薬
）
投
与
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
経
過
を
調
べ
た
。

調
査
期
間
中
に
、
全
体
で
千

五
十
七
人
が
脳
卒
中
を
発
症
し

た
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
投
与
グ
ル

ー
プ
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
比

べ
、
高
血
圧
患
者
の
脳
卒
中
発

症
率
が
低
か
っ
た
。
し
か
し
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
投
与
グ
ル
ー
プ
で

も
、
正
常
血
圧
者
の
脳
卒
中
発

症
率
は
、
他
グ
ル
ー
プ
と
変
わ

ら
な
か
っ
た
。

高
血
圧
の
人
は
、
脳
の
血
管

に
負
担
が
掛
か
り
、
脳
出
血
や

く
も
膜
下
出
血
、
脳
梗
塞
（
こ

う
そ
く
）
な
ど
脳
卒
中
を
起
こ

し
や
す
く
な
る
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）感
染
者
に
、

股
（
こ
）
関
節
の
骨
壊

死
（
え
し
）
を
起
こ
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
つ

か
っ
た
、
と
米
国
立
衛

生
研
究
所（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）臨

床
セ
ン
タ
ー
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
ケ
ア
部
の
ヘ
ン
リ

ー
・
メ
イ
サ
ー
部
長
ら

が
米
国
感
染
症
学
会
年

次
大
会
で
発
表
し
た
。

同
部
長
ら
が
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
三
百
三
十
九

人
と
、
非
感
染
者
百
十

八
人
を
対
象
に
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
股
関
節

部
の
骨
壊
死
は
、
感
染

者
で
十
五
人
に
見
つ
か
っ
た

が
、
非
感
染
者
で
は
一
人
も

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
骨
壊

死
を
起
こ
し
、
重
症
化
す
る

と
、
骨
と
し
て
の
機
能
が
維

持
で
き
な
く
な
る
。

同
部
長
は
「
骨
壊
死

が
見
つ
か
っ
た
十
五
人

は
、
み
ん
な
股
関
節
痛

を
訴
え
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
壊
死
が

両
側
の
股
関
節
に
見
つ

か
っ
た
人
も
お
り
、
病

巣
も
大
き
か
っ
た
」
と

言
う
。

同
セ
ン
タ
ー
ク
リ
テ

ィ
カ
ル
ケ
ア
部
の
ジ
ョ

セ
フ
・
コ
バ
ク
ス
医
師

は
「
十
七
年
以
上
も
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
を
診
て
き

た
が
、
一
年
ほ
ど
前
に

は
こ
う
し
た
合
併
症
は

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

感
染
者
が
以
前
よ
り
長

生
き
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
や
、
新
し
い
治
療
法
を

受
け
て
い
る
こ
と
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
た
こ
と

な
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
か

も
」
と
話
し
て
い
る
。

欧
州
、
旧
ソ
連
構
成
国
で
一

九
九
九
年
中
に
死
亡
し
た
十
五

�
二
十
九
歳
の
青
年
の
う
ち
、

四
分
の
一
に
当
た
る
二
五
・
三

％
が
、
飲
酒
に
関
係
し
た
原
因

で
死
亡
し
て
い
た
こ
と
が
、
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
発

表
し
た
調
査
報
告
書
で
分
か
っ

た
。報

告
書
に
よ
る
と
、
計
五
十

一
カ
国
で
死
因
を
男
女
別
に
調

べ
た
結
果
、
飲
酒
が
関
係
し
て

い
た
の
は
男
性
で
二
五
・
三

％
、女
性
は
九
・
三
％
だ
っ
た
。

直
接
の
死
因
で
最
も
多
い
の
は

飲
酒
に
よ
る
交
通
事
故
、
次
い

で
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
自
殺
、

殺
人
と
続
い
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
調
査
対
象
を
四
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
た
が
、
ア
ル
コ

ー
ル
関
係
の
死
亡
率
が
最
も
高

か
っ
た
の
は
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
な
ど
旧
ソ
連
の
正
教
圏
の

男
性
で
三
二
・
三
％
。
こ
れ
ら

の
国
々
で
男
性
の
飲
酒
が
深
刻

な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
裏
付
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
死
亡
率
が
一

番
低
か
っ
た
の
は
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
や
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
な
ど

旧
ソ
連
の
イ
ス
ラ
ム
圏
の
女
性

で
、三
・
二
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
関
連

の
死
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

酒
類
の
販
売
規
制
強
化
や
広
告

の
規
制
な
ど
の
措
置
が
必
要
と

提
言
し
て
い
る
。

軽
度
か
ら
中
等
度
の
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
患
者
に
は
、
認
知

機
能
低
下
を
防
ぐ
の
に
リ
バ
ス

チ
グ
ミ
ン
と
い
う
薬
が
有
効

だ
、
と
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
の

マ
ー
チ
ン
・
Ｒ
・
フ
ァ
ー
ロ
ー

教
授
（
神
経
学
）
ら
が
報
告
し

た
。同

教
授
ら
は
、
軽
度
か
ら
中

等
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患

者
約
五
百
三
十
人
を
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
一
方
に
は
リ

バ
ス
チ
グ
ミ
ン
を
、
他
方
に
は

プ
ラ
セ
ボ
（
偽
薬
）
を
二
十
六

週
間
に
わ
た
っ
て
投
与
し
、
比

較
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
認
知
機
能
は
、

リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
・
グ
ル
ー
プ

が
や
や
改
善
し
た
の
に
対
し
、

プ
ラ
セ
ボ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
低

下
し
た
。

引
き
続
き
、
全
員
に
対
し
て

リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
を
二
十
六
週

間
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
プ

ラ
セ
ボ
・
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
患

者
に
も
認
知
機
能
の
改
善
が
見

ら
れ
た
が
、
当
初
か
ら
リ
バ
ス

チ
グ
ミ
ン
・
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た

患
者
の
改
善
度
に
は
及
ば
な
か

っ
た
。

同
教
授
は
「
リ
バ
ス
チ
グ
ミ

ン
・
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
、
一

日
の
投
与
量
が
多
い
方
が
認
知

機
能
の
改
善
度
が
高
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
る
。
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宇都宮

脳
卒
中
主
題
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

リ
ハ
ビ
リ
体
制
確
立
急
げ

内
耳
か
ら
奥
に
障
害

公
的
な
訓
練
施
設
を

補
聴
器
で
早
期
治
療
必
要
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医
科
大

深
美
助
手
に
聞
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６
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間
に
１
５
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０
件
報
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薬
の
副
作
用
で
薬
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青青
年年
のの
死死
２２５５
％％
がが
酒酒
原原
因因

欧
州
や
旧
ソ
連
で

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
調
査

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に

股
関
節
の
骨
壊
死

新治療法など影響か 米
研
究
者
が
症
例
発
表

宇
都
宮
で
無
料
相
談

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
で

脳
卒
中
発
症
低
下

米
研
究
者
が
報
告

認
知
低
下
防
ぐ

薬
効
を
確
認

米
医
学
会
が
呼
び
掛
け

糖
尿
病
患
者
に

足
の
か
い
よ
う

（ ）９ ����年（平成１３年）�月��日（月曜日）健 康 第３種郵便物認可


